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第150号平成27年２月15日(日曜日)

総
務
委
員
会

　
議
案
９
件

　
請
願
２
件
を
審
査

◆
「
平
成
26
年
度
流
山
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
５

号
）」
に
つ
い
て
の
主
な
意

見
◆

①
市
民
生
活
に
お
け
る
各
施

策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
重
要
で
あ
り
、
我
々
も
求

め
て
き
た
内
容
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
個
々
の
事
業
に
つ
い

て
は
賛
成
を
す
る
内
容
も
多

い
で
す
。

　
し
か
し
、
現
在
、
国
会
や

有
識
者
の
中
で
も
問
題
や
課

題
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
の
具
体
的
導
入

が
、
今
回
の
補
正
予
算
の
項

目
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
が
主
導
し
て
全
て
の
自

治
体
で
導
入
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
流
山
市
だ
け
拒
絶
す
る

こ
と
が
厳
し
い
こ
と
は
理
解

で
き
ま
す
が
、
制
度
と
し
て

大
き
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
成

立
時
に
特
定
個
人
情
報
の
提

供
は
原
則
禁
止
を
し
て
い
た

は
ず
で
す
が
、
施
行
令
で
は

破
壊
活
動
防
止
法
等
で
警
察

の
公
安
部
署
へ
の
連
絡
も
広

げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
課
題

も
あ
り
、
こ
の
項
目
は
問
題

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
補
正
予

算
第
５
号
に
つ
い
て
は
反
対

と
し
ま
す
。

②
ま
ず
一
つ
目
と
し
て
、
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
放
射
能
対

策
事
業
、
二
つ
目
と
し
て
、

交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
な

ど
が
主
な
補
正
の
内
容
で
す
。

　
特
に
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
放
射
能
対
策
事
業
は
、
県

の
手
賀
沼
流
域
下
水
道
終
末

処
理
場
に
一
時
保
管
さ
れ
て

い
る
指
定
廃
棄
物
を
、
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
で
持
ち
帰

り
、放
射
線
を
99
％
遮し

ゃ

蔽へ
い

し
、

自
然
災
害
に
も
耐
え
得
る
コ

ン
ク
リ
ー
ト
製
の
ボ
ッ
ク
ス

カ
ル
バ
ー
ト
を
一
時
保
管
庫

と
し
て
設
置
す
る
た
め
の
費

用
と
、
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー

ト
の
不

※

等
沈
下
の
防
止
を
す

る
た
め
に
必
要
な
経
費
で
す
。

　
国
か
ら
指
定
廃
棄
物
の
最

終
処
分
場
の
候
補
地
の
提
示

が
い
ま
だ
示
さ
れ
ず
、
整
備

の
見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い

現
状
に
あ
っ
て
は
、
や
む
を

得
な
い
予
算
措
置
と
考
え
ま

す
。

　
市
に
お
い
て
は
、
早
期
に

県
の
最
終
処
分
場
の
設
置
が

行
わ
れ
る
よ
う
一
層
の
働
き

か
け
を
行
い
、
ま
た
、
本
市

に
お
け
る
保
管
場
所
が
長
期

に
わ
た
ら
な
い
こ
と
を
要
望

し
ま
す
。

教
育
福
祉
委
員
会

　
議
案
18
件
、

　
陳
情
５
件
を
審
査

◆
「
福
祉
手
当
の
廃
止
・
縮

小
に
反
対
し
、
制
度
の
改
善

を
求
め
る
陳
情
書
」
の
主
な

意
見
◆

①
福
祉
手
当
が
持
つ
意
味
、

廃
止
・
縮
小
で
の
影
響
、
懸

念
さ
れ
る
こ
と
は
何
な
の

か
、
良
く
分
析
し
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。
今
期
定
例
会

に
条
例
改
正
案
が
提
出
さ
れ

な
か
っ
た
と
は
い
え
、
今
後

も
提
出
さ
れ
な
い
と
明
言
が

な
い
以
上
、
本
陳
情
は
採
択

す
べ
き
で
す
。

②
陳
情
項
目
の
１
に
つ
い
て
、

廃
止
で
は
な
く
、
障
が
い
の

種
別
と
等
級
の
均
一
化
に
よ

り
一
人
当
た
り
の
給
付
額
は

増
額
さ
れ
る
こ
と
や
、
手
当

の
見
直
し
に
よ
っ
て
生
ま
れ

る
財
源
は
、
今
後
市
が
重
点

的
に
取
り
組
む
新
た
な
障
が

い
者
福
祉
施
策
と
将
来
に
わ

た
っ
て
必
要
と
な
る
障
が
い

者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

全
て
充
当
し
て
い
く
こ
と
、

さ
ら
に
、
陳
情
項
目
の
２
に

つ
い
て
、
再
申
請
す
れ
ば
手

当
が
全
額
支
給
で
き
る
仕
組

み
に
し
て
い
く
こ
と
、
以
上

の
見
解
か
ら
、総
合
的
に
は
、

見
直
し
は
障
が
い
者
の
方
に

と
っ
て
不
利
益
と
な
ら
な
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
観
点

か
ら
反
対
と
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
今
後
も
障
が
い

者
の
方
の
声
に
し
っ
か
り
と

耳
を
傾
け
、
よ
り
き
め
細
か

な
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
に

努
め
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

③
他
市
で
は
数
年
前
に
廃
止
、

ま
た
は
、
大
き
く
見
直
さ
れ

た
制
度
で
、
予
算
確
保
に
非

常
に
苦
心
し
て
い
る
と
理
解

し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
財
源
も
顧
み
ず

巨
大
な
施
設
を
建
設
し
た
結

果
、
枠
配
当
で
押
さ
え
ら
れ

た
苦
肉
の
策
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
見
直
し
が
遅
れ
て
し
ま
っ

た
こ
と
は
、
そ
れ
が
本
当
に

必
要
な
も
の
で
あ
れ
ば
政
策

上
の
失
策
で
あ
り
、
市
債
の

発
行
額
が
急
増
し
た
と
き
に

唐
突
に
見
直
し
案
が
出
て
く

る
の
は
拙
速
で
す
。

　
制
度
を
吟
味
し
、
制
度
変

更
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
な
く

な
る
方
の
理
解
と
納
得
が
得

ら
れ
る
よ
う
な
検
討
に
時
間

が
必
要
と
の
判
断
か
ら
、
項

目
１
は
採
択
、
項
目
２
は
不

採
択
と
し
ま
す
。

④
本
陳
情
は
、
福
祉
手
当
切

り
下
げ
に
つ
い
て
、
４
月
か

ら
始
め
る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
議
案
が

上
程
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
昭
和
53
年
に
作
ら
れ
た
制

度
は
、
当
時
障
が
い
者
に
対

す
る
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
そ
の
後
、
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
等
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
が
図
ら
れ
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　
福
祉
手
当
の
見
直
し
の
目

的
は
、
現
行
の
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
見

直
し
に
よ
る
余
剰
財
源
を
福

祉
基
金
に
積
み
立
て
る
こ
と

に
よ
り
、
福
祉
の
充
実
を
図

る
と
い
う
目
的
を
も
っ
て
対

応
す
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

福
祉
手
当
に
つ
い
て
は
障
が

い
者
の
方
や
保
護
者
の
意
向

を
十
分
に
把
握
し
き
れ
て
い

な
い
今
、
拙
速
に
方
針
を
出

す
段
階
で
は
な
い
と
思
慮
し

て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
親
亡
き
後
の
受

け
入
れ
施
設
に
つ
い
て
も
、

担
保
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要

な
た
め
反
対
と
し
ま
す
。

市
民
経
済
委
員
会

　
議
案
２
件
を
審
査

◆
「
平
成
26
年
度
流
山
市
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）」
の
主
な

意
見
◆

　
次
の
２
点
を
要
望
し
て
賛

成
し
ま
す
。

　
第
一
に
、
後
期
高
齢
者
の

医
療
費
も
含
め
て
総
合
的
に

考
え
る
こ
と
に
つ
い
て
、
国

に
お
い
て
、「
プ
ロ
グ
ラ
ム

法
」
で
は
、
平
成
27
年
度
に

法
案
を
提
出
し
、
平
成
29
年

度
か
ら
県
単
位
と
す
る
こ
と

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
に
併
せ
て
流
山
市
の
組

織
・
分
掌
の
見
直
し
を
引
き

続
き
議
論
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
医
療
費
の
抑
制
に

つ
い
て
、
和
光
市
や
他
の
自

治
体
な
ど
、
具
体
的
な
事
例

を
よ
く
研
究
す
る
こ
と
を
要

望
し
ま
す
。

　
第
二
に
、
医
療
費
の
削
減

の
た
め
、
統
計
情
報
を
先
取

り
し
て
、
現
状
を
把
握
し
、

医
療
費
の
削
減
等
の
対
策
を

立
て
て
い
く
「
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
テ
ィ
ス
ト
」
の
育
成
に

つ
い
て
、「
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
」
の
勉
強
会
や
セ
ミ
ナ

ー
に
職
員
を
派
遣
す
る
、
あ

る
い
は
当
面
は
委
託
す
る
等

の
先
手
を
打
っ
て
対
策
を
立

て
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

都
市
建
設
委
員
会

　
議
案
８
件

　
陳
情
１
件
を
審
査

◆
「
平
成
26
年
度
流
山
市
公

共
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）」
に
つ
い
て

の
主
な
意
見
◆

　
今
回
の
補
正
は
、
歳
入
に

お
い
て
、
国
庫
補
助
金
の
組

み
換
え
や
歳
出
予
算
の
増
額

に
伴
い
、
繰
入
金
等
を
増
額

し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、歳
出
に
お
い
て
は
、

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線

整
備
の
進
捗
に
合
わ
せ
た
木

地
区
の
整
備
計
画
の
事
業
費

を
減
額
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
既
成
市
街
地
汚
水

事
業
の
手
賀
沼
流
域
公
共
下

水
道
整
備
事
業
で
は
、
整
備

個
所
を
延
長
し
た
ほ
か
、
雨

水
事
業
の
向
小
金
雨
水
幹
線

整
備
で
は
、
Ｊ
Ｒ
横
断
工
事

に
必
要
な
用
地
取
得
に
つ
い

て
計
画
の
前
倒
し
が
可
能
と

な
っ
た
こ
と
に
よ
る
事
業
費

の
追
加
で
す
。

　
既
成
市
街
地
の
汚
水
お
よ

び
雨
水
施
設
整
備
事
業
の
促

進
の
た
め
必
要
な
補
正
で
あ

り
、
賛
成
し
ま
す
。

《７》

委
員
会
の
審
査
状
況

本
会
議
初
日
の
翌
日
か
ら
委

員
会
審
査
ま
で
の
間
流
山
市

議
会
公
式
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ

で
情
報
を
発
信
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
皆
さ
ま
か
ら
11

件（
議
案
５
件
、陳
情
６
件
）

の
貴
重
な
コ
メ
ン
ト
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
第
１
回
定
例
会

（
３
月
議
会
）
で
も
試
行
を

続
け
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
か

ら
の
コ
メ
ン
ト
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　
昨
年
11
月
28
日
か
ら
「
市

民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
開
か
れ

た
議
会
」
を
目
指
し
て
、
定

例
会
に
上
程
（
提
出
）
さ
れ

た
議
案
の
一
部
と
請
願
・
陳

情
（
参
考
配
布
を
除
く
）
に

つ
い
て
、
皆
さ
ま
か
ら
直
接

ご
意
見
を
募
集
す
る
取
り
組

み
を
試
行
的
に
行
い
ま
し

た
。
な
お
、
こ
の
取
り
組
み

は
三
重
県
四
日
市
市
議
会
に

次
い
で
全
国
２
番
目
で
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
た
試

み
は
全
国
初
と
な
り
ま
す
。

　
議
案
な
ど
が
提
出
さ
れ
た

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
全
国
初
！

議
案
等
に
対
し
て
直
接
意
見
を
募
集

　
11
月
16
日
か
ら
２
月
15
日

の
間
に
、
議
会
改
革
等
に
つ

い
て
行
政
視
察
に
お
越
し
い

た
だ
い
た
皆
さ
ま
で
す
。

◦
北
海
道
滝
川
市
議
会

よ
う
こ
そ

流
山
市
議
会
へ

次
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ

　

平
成
27
年
第
１
回
定
例
会
は
、
次
の
会
期
日
程
（
案
）
の

と
お
り
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

平
成
27
年
第
１
回
定
例
会
会
期
日
程
（
案
）

２
月
19
日（
木
）
本
会
議　
午
後
１
時
開
議

　
　
24
日（
火
）
本
会
議
（
一
般
質
問
）
午
前
10
時
開
議

　
　
25
日（
水
）
　
　
〃

　
　
26
日（
木
）
　
　
〃

　
　
27
日（
金
）
　
　
〃

３
月
２
日（
月
）
総
務
常
任
委
員
会

　
　
３
日（
火
）
教
育
福
祉
常
任
委
員
会

　
　
４
日（
水
）
市
民
経
済
常
任
委
員
会

　
　
５
日（
木
）
都
市
建
設
常
任
委
員
会

　
　
９
日（
月
）
予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
10
日（
火
）
　
　
〃

　
　
11
日（
水
）
　
　
〃

　
　
13
日（
金
）
　
　
〃

　
　
20
日（
金
）
本
会
議　
午
後
１
時
開
議

※不等沈下…地盤の状態や基礎の耐力不足などの理由で、建物が場所により異なる沈下をすること。


